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戦
災
に
よ
つ
て
家
財
を
失
つ
た
者
の
戦
争
保
険
金
は
、
一
部
支
払
わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
大
部
分
は
特
殊
預
金
と
さ
れ
、
さ

ら
に
戦
時
補
償
特
別
税
と
し
て
没
収
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
対
策
と
と
も
に
承
り
た
い
。 

政
府
は
、
ど
う
考
え
る
か
。 

戦
争
犠
牲
負
担
の
公
平
に
扱
わ
る
べ
き
点
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
は
酷
で
あ
る
。 

七
年
後
の
今
日
、
な
お
多
数
の
被
保
険
者
は
苦
し
ん
で
い
る
。 

右
質
問
す
る
。 

戦
争
保
険
金
の
支
払
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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